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研究成果の概要（和文）：高齢者の社会的孤立・孤独の軽減にむけた地域福祉活動として、地方都市におけるポ
イント制による高齢者の社会参加促進事業、大都市における高齢者の地域支え合い事業、集合住宅における「通
いの場」事業に着目し、多時点パネルデータと実践記録（利用者名簿等）と要介護認定・介護保険賦課情報を統
合したデータベースを構築した。ポイント制事業の参加群ではその後、友人との交流等が有意に上昇し、利用者
としてよりもボランティアとして参加している高齢者の方がより保護的な関連を示すことなどが確認された。ま
た、インパクト評価として、趣味・スポーツの会、ボランティア活動等への参加を通じた高齢者の健康維持等に
もたらす効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：As community welfare activities aimed at reducing social isolation and 
loneliness among older adults, we focused on three activities: (1) point card system for promotion 
of social participation in local area, (2) community mutual support program for older adults in 
urban area, (3) community gatherings program for older adults lived in a housing complex. We 
constructed a database integrating longitudinal survey (panel) data for older adults, practice 
records about program participants and service users, and public record on long-term care (LTC) 
insurance benefits. As a result, we confirmed that the participation group in point card system for 
promotion of social participation showed a significantly increase in interaction with friends, and 
the people who participated as volunteers rather than as service users showed more protective. 
Concerning the impact evaluation, we examined the health maintenance effects of participation in 
hobbies, sports groups and volunteer activities.

研究分野：社会福祉

キーワード： 地域福祉　社会的孤立・孤独の軽減　プログラム評価　高齢者福祉
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域福祉実践におけるプログラム評価の重要性は古くから指摘されてきたが、解析に耐えられる質の高いデータ
の蓄積という点でも、実務的な利活用という点でも課題が多い。本研究では、実践の中で蓄積される利用者名
簿、多時点の質問紙調査データ（パネルデータ）、行政が保有する介護給付情報等を統合した大規模データベー
スを構築した。対照群を設けた研究デザインに基づいて、高齢者への社会参加促進や生活支援がどういう人々に
届いているのか、地域福祉活動の推進による高齢者の社会関係構築への効果、介護予防・認知症予防等にもたら
す効果といったプロセスからアウトカム、インパクトまでの評価を試みる研究事例を提示することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

エビデンスに基づく実践が提唱されて以降、地域福祉実践に関するプログラム評価の必要
性は様々に指摘されてきたが、質の高いデータの蓄積という点でも、その利活用の方法とい
う点でも未だに課題が多く、学術的な研究事例の蓄積は極めて乏しい状況にある。認定上級
社会福祉士カリキュラムには「サービス評価の方法」が必須化されているが、未だにニーズ
把握や効果評価に対する理解が不十分であり（総務省 2013）、社会福祉(学)におけるプロ
グラム評価に対する取り組みの遅れが目立っている（平岡 2013）、サービス評価に関する
研究はさらなる進展が望まれる（中野 2014）とも指摘されている。厚生労働省は2017年1
月に「健康・医療・介護の総合的な保健医療データプラットフォームの構築」を掲げており、
専門家の意見や先進事例の紹介だけでない、ビッグデータに基づく評価研究は時代の要請
に応える新たな実践的・実証的な研究課題といえる。 
とりわけ、高齢者の社会的孤立や孤立死・孤独死への関心が高まるなかで、その予防・軽

減に向けた取り組み（地域介入）が様々に進められ、2015年度から始まった新しい介護予
防・日常生活支援総合事業でも、高齢者の社会参加や地域での支え合いの促進が試みられて
いる。地域福祉活動の推進によって高齢者の社会的孤立や孤独感が予防・軽減され、健康の
社会的決定要因という点から介護予防や認知症予防、健康寿命の延伸といった効果も期待
されている。しかし、実際にこれらの地域介入によってそれらの効果がどの程度、期待でき
るのかは未だ定かではない。また、これまでの多くの実践研究では、未利用者ないし非参加
者といった対照群を設けた研究デザインになっていないために、利用満足度の評価などに
留まり、当該事業の効果の有無まで検証できずにいる。また、統計的な検出力を考慮すると、
一つの実践だけでなく、類似・関連する複数のプログラムに着目し、同一のフレームワーク
で評価することが有効である。 
 
２．研究の目的 

本研究では、実験デザインに基づいて高齢者の社会的孤立・孤独軽減にむけた地域福祉実
践（地域介入）のプロセス・アウトカム・インパクト評価を試みた。具体的には、地方都市
におけるポイント制による高齢者の社会参加促進事業、大都市における高齢者の地域支え
合い事業、高齢化率の高い集合住宅における「通いの場」事業という３つのフィールドを対
象にして、以下の３点に取り組んだ。 

①地域介入のプロセス評価として、過去に実施された高齢者への大規模調査（JAGES（日
本老年学的評価研究）プロジェクト）と連携し、各事業の参加者・利用者名簿と統合さ
せたデータセットを整備し、各事業の参加者・利用者の特性を明らかにする。 

②地域介入の効果評価として、質問紙による追跡調査（パネル調査）を実施し、諸属性の
影響を考慮した上で参加群と非参加群間の社会関係や孤独感等の変化（アウトカム）
を評価する。加えて、その後の要介護認定や認知症を伴う要介護、死亡などの転帰を追
跡し、地域介入の推進による健康寿命延伸の効果（インパクト）を明らかにする。 

③解析結果を各実践現場にフィードバックするとともに、他地域でも応用可能な形にな
るように、データに基づいた地域福祉実践プログラム評価の理論構築とその手順（プ
ロトコル）を整理する。 



 
３．研究の方法 

ポイント制による高齢者の社会参加促進事業については愛知県常滑市、大都市における
地域住民による地域支え合い事業については愛知県名古屋市、また、都市でも局地的に「限
界集落化」が進んでいる団地における「通いの場」事業については名古屋市緑区の鳴子団地
を対象にした。 
常滑市および名古屋市では、それぞれ当該事業が開始する直前にあたる 2016年に JAGES

プロジェクトと連携した質問紙調査、鳴子団地でも同年にほぼ同一の調査票を用いた調査
をベースラインとした。なお、常滑市については悉皆調査であるため、参加者名簿と突合す
ることで本事業への参加群と対照群を区別した。名古屋市は、約 1/20 抽出の標本調査であ
るため、2017 年度中に当該事業の担い手(参加者)と受け手(利用者)への調査を実施し、上
記の標本調査回答者を対照群とした。 

2019 年度（２年目）に追跡調査（パネル調査）を実施し、事業参加／非参加および生活
支援利用／未利用による３年後の状態像の変化を解析した。主な指標には社会的ネットワ
ークの規模と頻度、ソーシャルサポート、外出頻度、笑いの頻度、孤独感、抑うつ傾向など
を測定した。並行して、政策的なインパクト評価として、2020 年度（３年目）に介護保険
の認定・賦課データに基づいて約４年間の転帰（要支援を含む要介護認定の発生、健康寿命
の指標でもある要介護２以上の発生、認知症を伴う要介護認定の発生、総死亡）を追跡し、
事業参加・利用が高齢者の健康維持にもたらした効果を検証した。 
考慮すべき交絡要因は多数存在するが、事業の性質上、本研究ではランダム化比較試験は

行っていない。その代替として、データ解析に際しては、傾向スコアを用いた逆数重みづけ
推定（IPW）法を採用し、データの欠損に対しては多重代入法を用いて可能な限りで補完し、
推計のバイアスを最小にする試みを行った。 
 

４．研究成果 

愛知県常滑市では、初年度から進めているスマイルポイント事業について、QRコードデ
ータに基づく参加者把握を試みた。2019 年 12 月末時点で実人数 821 名（延べ 9290 件）の
情報が収集され、QR コード拠点参加者 821 名、非参加者 6907 名との比較が可能なデータ
ベースが整備された。この３年の間で参加者数は増加し、参加群では友人との交流や地域活
動への参加が有意に上昇していること、全体的にはサロン活動よりも地域介護予防教室の
方が、利用者としてよりもボランティアとして参加している高齢者の方が社会関係に保護
的な関連を示していることなどが確認された。また、３年間の要介護発生リスクについても
参加群で低い傾向にあった。愛知県名古屋市での支え合い事業については、追跡調査のサン
プル数が小さくなったこともあり、2年後の追跡調査において健康指標の改善は認められな
かったが、サロン参加者でソーシャルキャピタルが豊かになっていることがうかがえた。ま
た、直接会う機会がなくても、手紙や電話でのやり取りによる地域のつながりが増えている
ことが確認できた。今後は 2019 年追跡調査に参加していない住民の健康状態を踏まえた分
析（参加していない住民と参加している住民の比較）が必要である。名古屋市緑区・鳴子団
地では、通いの場参加群では困りごとを相談できる相手がいない人が減少傾向にあり、社会
関係醸成に有効な可能性があることが示唆された。統計学的に有意ではなかったが、３年間
の要介護発生リスクは通いの場参加群でやや低い傾向にあることも確認された。 
目的として掲げた 3 点については、以下の通り報告する。 



①地域介入のプロセス評価に関しては、ポイント制による高齢者の社会参加促進事業につ
いては参加者は増加傾向にあり、参加の種類が多様化していること、基本属性において
は非参加群との有意な差は認められず、もともと地域活動に参加していなかった層の
参加が促されている可能性があること、などが確認された。 

②地域介入の効果評価に関しては、たとえば、ポイント制による高齢者の社会参加促進事
業においては参加群でその後、友人との交流や地域活動への参加が有意に上昇してい
た。全体的にはサロン活動よりも地域介護予防教室の方が、また、利用者としてよりも
ボランティアとして参加している高齢者の方が社会関係に保護的な関連を示していた。
「通いの場」事業においても社会関係醸成に有効な可能性があることが示されていた。
また、両事業ともに健康指標へのインパクト評価に関しては、追跡期間の短さから統計
学的に有意な関連は確認されなかったが、概ね保護的な影響をもたらしていることを
示唆する結果が得られた。 

③上記の通り、ポイント制による高齢者の社会参加促進事業、大都市における地域住民に
よる地域支え合い事業、都市でも局地的に高齢化が進んでいる集合住宅における「通い
の場」事業について、事業参加／非参加および生活支援利用／未利用による 3 年間後
の状態像の変化を追跡することができた。今後、上記結果の論文化を進めていくととも
に、データに基づいた地域福祉実践プログラム評価の理論構築とその手順書（プロトコ
ル）の整理を目指す。 
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